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環 境 技 術 委 員 会 の お知 らせ （諮55回 ）

平成31年2月20日 （水）午 後1時 半～4時

衆議院第一議員会館 地下1階 第2会 議室

千代 田区永田町2－2－1

◇ 国会議事 堂前駅 （丸 の内線 ・千代 田線）①番 出口よ り2分 、永 田町

駅 （有楽 町線 ・半蔵 門線）①番出 口より下車5分 。 当 日、午後1時

よ り、議員会 館 玄関 にて、通行証 を差 し上げます。その時刻前に到

着 された方は、恐縮ですが、受付脇のロビーにてお待ち下さい。会

議開始後にお越 しの方 は、受付 に 「第2会 議 室 に行 きたい」 旨お伝

え下 されば、お迎 えに参 ります。

議 題1、 「環境 問題 につ いて、 昨今、想 うこと」

挨拶 坂本忠彦環境技術委員長

2、 プラスチ ック と人 類 および環境の共存共栄 を目指 して

一 生分解性バイオマス プラスチックの観点から ＿

解説 岩田忠久東京大学大学院教授 ・総長補佐

3、 『環 境技術 関連 ニ ュー スNO．176』

解 説 中島稔 科学技 術部会 長

報 告 去 る平成30年12． 月20日 開催 の第353回 環境 技術 委員 会 は、

坂本 忠彦 委員長 が議長 を務 め行 われ ました。まず、坂本委員長 よ り、

「環境問題 にっいて、昨今、想 うこと」 と題 して開会挨拶がありまし

た。COP24が ポー ラン ドで 開催 され た。 中国 の発言力が強ま り、欧米

の指導力減退が浮 き彫 りなった。中国、イ ン ドといった国は 「自分た

ちは先進国ではな く途上国」 と主張 し、削減枠 を緩 めよ うと動き、他

の途上国は先進 国の援助額が不足 していると主張。アメ リカの大統領

が変わればパ リ協定復帰 もありうるが、気温上昇抑制の実効性 が確保

できるかは今後の課題 である。今回のテーマはマイ クロプラスチ ックだが、 ヨ

ー ロッパではプラスチ ック製 ス トローが海亀等 に害 を与えるとい う理 由で全廃

す るな どの動きが出ている。 日本はどう動 くべ きかを考 えたい。

次に、清原淳平専務理事 より、高 田秀重東京農工大学大学院教授 の経歴紹介

があ りました。次に、高田教授 より、「日本 におけるマイクロプラスチ ックの生

態系への影響」について解説がありました。九州の海岸で、中国や韓国のプラ

スチック製品が流れ着 くことが問題 となっているが、ハ ワイの海岸 には 日本の

ごみが漂着 している。つま り、 どの国 も被害者 であ り、加害者になるのがプラ

スチ ック問題 だ。浜に打ち上げ られた鯨が数十枚 のレジ袋 を飲み込んでいた り、

海鳥 の胃か らプラスチ ックが検 出された りと、 目にみえるものより深刻 なのが

微細なプラスチ ックである。例 えばペ ットボ トルの蓋には環境ホルモンが含ま

れている。また、プラスチ ックは石油由来なので油性の毒物 を付着する性質 を

持っ。 これが、小魚 ・プランク トン→大魚→人間 と食物連鎖で体内に取 り込ま

れてい く。ペ ッ トボ トルは水 が入 ると海底に沈む。太陽光に当た らないので分

解が進まず、海底に溜まる一方である。例えば皇居の堀をボー リングする と、

1kg当 た り7000個 ものマイ クロプラスチ ックが検出された。 これに対 し、世

界ではレジ袋規制や使い捨て容器使用禁止 などの策を講 じている。 日本 は、中

国や東南アジアに廃プラを輸出 してきた分 をリサイクル として計算 していたが、

中国が昨年禁輸 したため、対策 に遅れが生 じている。 リサイクルにもエネルギ

ーがかかるし、燃やすのは論外だ。プラスチ ック製晶を使わない よ う、消費者

も生活習慣 を変える必要があるし、メーカー を動かす必要がある。

次 に、中島稔科学技術部会長 より、『環境技術 関連ニュースNo．175』 の解 説

があ りま した。今 回は、OCO2濃 度 、過 去最 高 を更新 。パ リ協定の3倍 の速

度 で温 室効果 ガス 削減 しなけれ ば、気温上昇は抑 えられない と国連報告。 ○ 日

本 のCO2海 底貯 留技術 開発 が盛 ん に。10年 後 の実用化 へ道筋。OCO2を

COや ギ酸 に変 える光触媒 。銅や マ ンガン製で、 レアアースを使わない。OC

OP24、 パ リ協定の実施ル ール を全会一致で採択。 などの解説があ り、一同

大いに勉強にな りま した。

★レクチュアにつき、当日会費千円にご協力をお願い申し上げます。

次回、2．月20日 （水）の環境技術委員会に

御芳名

出 一欠 （いずれかに○印）

貴方様のFAX

テロ対策への警備からの要請上、会員に限ります。

非会員で参加希望者は、2日 前までに履歴書をご提 出下さい。

（その際の当日会費は二千円とな ります。）

事 務 局 宛FAXO3－3507－8587
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